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Uber Fach Sport in der neugestalteten gymnasialen Oberstufe 

Die Organisation des Unterrichts in zuerst neubearbeiteten 

Lehrplan "Sport" des Landes Nordrhein-Westfalen 

Kiyohiko TAKEDA 

In Bundesrepublik Deutschland seit letzten Halften sechtiger Jahren wurden die reformierende 

Versuche ernstlich gemacht, den Bedtrfnissen der gegenwartigen Gesellschaft das Bildungswesen und 

die Organisation des Unterrichts anzupassen. In Bereich Leibeserziehung atich wurde "Schulversuch 

Sportgymnasiutn" ausgeftihrt. Dieser Schulversuch wurde aber durch die "Vereinbarung zur 

Neugestaltung der gymnasialen Oberstufe in der Sekundarstufe 11 " (KMK,7･.7.1972.) allmahlich 

vergeschwundet. Das Kultusministerium des Landes Nordrhein-Westfalen verfasste nach diesen 

sogenannten "Bonner Vereinbarung des KMK" den Lehrplanentwurf fur "Sport" in 1973. 

In diesem Artikel hat der Autor die Aufklarung ilber den grundlegenden Rahmen der Organisation 

des Unterrichts im neugestalteten Oberstufe und besonders im Fach Sport versucht. 

Der Umriss von Verlauf und Ergebnis der Diskussion ist wie folgt. 

1 . Die gesetztliche Grundlage, durch die der Bund und die Lander zusammen mit dem Bildungs-

plan entwerfen sollen, wurde nach der Abanderung von "Grundgesetz" in 1969 gegeben. 

2 . Infolgedessen wurde die fundamentale Richtung der Erziehungsreform durch "Strukturplan fur 

Bildungswesen" vom Deutscher Bildungsrat und "Bericht der Bundesregierung zur Bildungspolitik" 

vom Bundesministeriurn ftr Bildung und Wissenschaft in 1970 verbffentlicht. 

3 . Der Rahmen von den Organisation des Unterrichts in gymnasialen Oberstufe wurde klar durch 

"Bonner Verembarung des KMK" gemacht. 

4 . Nach "Bonner Vereinbarung des KMK" abgefasste das Kultusrninisterium des Landes NRW 

das Lehrplan "Sport" mit den folgenden charakteristischen Merkmalen : 

~) Der Schuler wahlt entwede "Grundkurs" mit drei Wochenstunden oder "Leisttingsfach 

(-kurs)" mit sechs Wochenstunden. 

R Der Schuler kann freiwillig die Sportarten aufgrund seines Interesses und/oder seines 

Niveaus w~hlen, die er die Oberstufe hindurch fortlaufend belegen will. 

O Die gesamte Ausbildung im Fach Sport wird in den einzelnen Sportarten in drei aufeinander 

autbauende Stufen, den sogenannten Autbildungsstufen, gegliedert. 

~) Im Leistungsfach Sport wird das Fach Sporttheorie vom 2. Halbjahr der Jahrgangsstufe 11 

ab bis zur Reifeprufung durchgehend pro Halbjahr zweistundig unterrichtet. 
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　⑤PraktischerUnterrichtimLeistungsfachSportwirddieKooperationmitanderenSchu1en
und　die　Zusammenarbeit　mit　Vereinen　md　Ve＋banden　empfohien．

　I．はじめに
　西ドイツでは，1960年代末からユ970年代初めに

かけて州政府・議会の承認のもとに「スポーツ・

ギムナジウム学校実験」が各地で展開された。「学

校実験」とはいえ，古典的アカデミズムが強く支

配する伝統的なギムナジウムに，従来ともすれば

軽視されがちであった体育・スポーツが学科レベ

ルでの導入を認められたということは，画期的な

ことであった。一方，「学校実験」の展開とほぼ時

を同じくして連邦レベルでの一般的な教育制度改

革構想が相次いで発表され，1972年7月7日には

「学校実験」の継続を無意味としてしまう28〕「中等

教育段階IIにおけるギムナジウム上級段階の改革

に関する協定」が，「ドイツ連邦共和国常設文部大

臣会議」（Die　St註ndige　Konferenz　der　Ku1tus－

minister　der　Lander　in　der　Bundesrepub1ik

Deutsch1and．以下KMKと略す）によって決議さ

れた。

　通称「KMKボン協定」と呼ばれるこの協定は，

従来の伝統的なギムナジウムの教育体制が，もは

や今日の急激に変貌する社会の要請に対応し得な

くなっている実状を改善するために，学年や学級

固定の授業形式を学習者の選択に基づくコース・

システムの授業形式に切り替えるなど，その教育

の組織・内容・方法を大幅に多様化することを意

図したものであり，それは「数多くの効果的な学

校実験に基づい」23）て作成されたと述べられてい

る。これらの一般的教育制度改革構想と，当初は

オリンピック・ミュンヘン大会に向けての選手養

成対策という政治的要請にその主たる根拠を置い

た「スポーツ・ギムナジウム学校実験」との直接

的な結びつきについては，未だ不明確である。し

かし，この協定によって教科「スポーツ」は，「監

督官庁の認可を必要とする」という条件つきでは

あったが，重点（達成）教科（Leistmgsfach）と

して設置することが可能となった。これは，「ス

ポーツ」がアビトゥアにおける第2試験科目とな

り得ること，・すなわち，ギムナジウムで「スポー

ツ」を重点教科として選択履修した生徒には，そ

の学習した内容を，いかなる大学のいかなる専攻

分野においても学習することができる「一般的大

学入学資格」（A11gemeine　Hochschu1reife）の獲

得に結びつける道が開かれたことを意味する。「教

科＜スポーツ〉をドイツのギムナジウムの伝統的

な主要諸教科と原則的に同等の位置に置く」こと・

を決議したことにより，「ギムナジウム上級段階に

おける学校スポーツの歴史に新しい局面を開い

た」34〕という意味で，この「協定」が今日の西ドイ

ツのスポーツ教育に持つ意義は極めて大きい。

　筆者は，我国における高等学校体育学科のより

良きあり方を求める立場から，西ドイツにおける

「スポーツギムナジウム学校実験」に注目し，そ

の構想背景や実態を明らかにするとともに，「学校

実験」が試行半ばにして「KMKボン協定」のため

解消せざるを得なくなったことを報告してき

た26131〕。この小論では，そのような「KMKボン協

定」によって共通理解されたギムナジウム上級段

階とはどのようなものか，またそれに則して改革

された発足当初の教科「スポーツ」はどのような

授業組織構想を持っていたかを，ノルトライン・

ヴェストファーレン州（以下「NRW州」と略す）

の学習指導要領について明らかにしたいと思う。

なお，ここでNRW州の学習指導要領を代表例と
して取り上げたのは，NRW少1’1が「スポーツギムナ

ジウム学校実験」にも「最も積極的に取り組ん

だ」9〕西ドイツにおける体育・スポーツ研究の先進

州であると同時に，この学習指導要領が，ケルン・

スポーツ大学はじめ多くの関係者の協力のもとに

他の州にさきがけて発表され，その後，諸州の学

習指導要領作成の際にモデル視されたという点に

拠っている。

　II．ギムナジウム上級段階の改革

　1）中等教育改革の基本構想

　伝統的に文化連邦主義（Kulturfδdera1ismus）

体制，すなわち教育・科学・文化の面に関しては

各州が大幅な立法権と行政権を持つ体制が維持さ

れている西ドイツでは，かねてから州による教育

制度上の差異が，他州への転居を余儀なくされた

子どもたちやその親に，しばしば不必要な教育上

の困惑を強いていることの不当性が指摘され，現

代社会の要求に対応し得るような全国的に標準化
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された教育制度への改革が強く求められていた

が，それを現実化させるための法的基盤を欠い’て

いた。しかし，1969年5月の基本法（西ドイツ憲

法）の改正によって，大学・学術領域における連

邦の権限の大幅な拡大と，教育計画の立案は連邦

と州が共同で行うべきことが新たに規定されたこ

とにより，1970年2月にはドイツ教育審議会

（DeutscherBi1dungsrat）が，西ドイツにおける

教育制度改革のマスター・プランともいうべき「教

育制度に関する構造計画」を，さらに1973年6月

には連邦・各州教育計画委員会（Bund・L註nder

K6mmission　fur　Bi1dmgsp1anung）が「教育総

合計画」を相次いで発表した。

　「構造計画」は，「学習者の教育への権利を親や

国が保障すること」を教育政策の根本方針とすべ一

きことは論をまたないが，「学校は将来，ますます

教育の過程における最初の段階にすぎなくなるで

あろう」と予測されるから，学校における最も重

要な教育と学習の目標は「学習を学習すること」

（Lernen　des　Lemens）であり，「生涯学習への

レディネスを与えること」でなければならないと

述べると共に，他律的にではなく，自己規定的に

進められる学習に即して子どもたちが獲得する興

味や学習の喜びこそ学習の動機や能力を高め，自

主的な継続学習への刺激となるとの理解から，こ

れからの学校教育においては，子どもを能動的に

し，問題へと方向づけ，自主性とイニシャティヴ

と協力的態度を促進するような学習がますます展

開されなければならないことを強調した1・7）。

　「構造計画」．は，このような教育制度改革のた

めの基本的立場から広範囲にわたって内容ゆたか

な提言を行っているが，とりわけそこに示された

「カリキュラム」の概念は注目に価する。「構造計

画」では，「カリキュラム」は「一定の学習目標の

顧慮のもとに，内容的にも定められた学習過程

（Studiengange）の組織化された配置」であり，

それはまた「一定の順序で行われる学習過程の内

容を表すと同時に，一定の学習プログラムを遂行

する学習者に関係する」と定義されている。これ

は，各学校段階・学年に対して義務的な諸科目の

プログラムを示しているところの，各州政府機関

によって作成・告示される教授プラン（Lehrp1an）

の同義語と理解されていた従来のカリキュラム概

念を排斥し，それは一人一人の生徒のための具体

的な学習指導の方法に関係する部分をも包含する

ものと，もっと広く柔軟に理解されるべきものだ

という見解を示している。そして同時に，そのよ

うなカリキュラム概念が現実に有効に機能するた

めには，教育制度は「個々の生徒の必要に応ずる

ための個別化された学習プログラムの提供が可

能」であるように，換言すればカリキュラムの諸

要求に適合するように，可塑的でなければ茸らな

いことを主張しているのである8〕。

　「構造計画」が勧告する構想や観念を教育政策

上の目標や課題にさらに具体化したと思われるの

が，前記「教育総合計画」と連邦教育科学省の教

育白書「教育報告1970年，連邦政府の教育政策報

告」4〕である。

　なかでも，「教育報告」の中等教育に関する提言

は重要である。それはまず，従来の三分岐構造の

中等教育制度注工〕と第4学年終了時に行われる早

期選抜が，教育の面において一種の社会階級的格

差の維持・再生産に奉仕していること，普通教育

の学校系統と職業教育のそれとが厳然と分離され

ていること，また伝統的なドイツの教育理念が言

語的・歴史的な面に偏っていることなどを指摘し，

それらが一定の杜会的グループに不利益をもたら

すと同時に自然科学，技術，人問科学，社会科学

の発展に依存している今日の産業社会の諸条件に

も適合しないことを批判して，これらの欠陥を克

服するための具体的な改革の方策を提示してい

る3〕。その主なものには，次のような事項が挙げら

れている。

　①従来の3種類の中等学校を廃止し，3考を

　　垂直的に完全に統合した総合制学校
　　（Integrierte　GesamtschuIe）に改革する。

　②従来の半日学校（Ha1btagsschu1e）制度を

　　終日学校（Ganztagsschu1e）制度に変える注2〕。

　　終日学校は，音楽的およびスポーツ的領域の

　　強化に対しても最上の諸前提条件を提供す

　　る。

　③すべての生徒に，共通の学習領域を有する

　　科学（学問）に方位づけられた基礎教育を行

　　う段階として中等教育段階I（第5～第10学

　　年）を置き，その修了者には「アビトゥアI」

　　を与える。

　④第5，第6学年はオリエンテーション段階

　　とし，その後の多様化される学習システムに

　　備えて必要な情報を獲得させる。これは生徒

　　一人一人の学習能力や傾向・関心に応じた助
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　成・促進が目的の段階であり，選抜のための

　ものではないことを銘記すべきである。

⑤中等教育段階II（第11～第13学年）の修了

　者には「アビトゥアII」が与えられるが，そ

　れは普通教育課程，職業教育課程，両者を組

　み合わせた課程のいずれの修了に対しても与

　えられる。

⑥自然科学および技術の領域を強化し，杜会

　科学および人間科学における従来は認められ

　ていなかった教育領域を導入するなど，新し

　いカリキュラムを開発する。

⑦生徒一人一人の学習能力や傾向・関心に応

　じて多様化された教育内容と学習指導の形

　式・方法を提供する。

⑧学校における共同生活を民主化し，学校に

　おける諸決定に生徒にも年齢に応じた共同決

　定権を与える2・5〕。

　2）「KMKボン協定」におけるギムナジウム上

　　　級段階の授業組織

　「構造計画」の勧告や「教育報告」の教育政策

を受けてギムナジウム上級段階改革の具体的審議

に入ったKMKは，それぞれの州が「大学の諸専門

領域への移行の段階を，すべての生徒に共通の基

礎教育を保障すると同時に，一人一人の生徒のた

めに学習を特殊化する余地を与えるように構造化

する」岬ための基礎として，1972年に前述の

「KMKボン協定」を決議した。改革の焦点は，「社

会の要請と個人の要求を満足させる」ため，生徒

に「素質傾向と学習進度（Leistmg）」に応じて「基

礎コースと達成コースの自由な組み合わせの可能

性を認める」多様化された授業組織の確立であ

る11）。ここでまず，その内容を概観してみよう。

　この「協定」が構想する多様化されたギムナジ

ウム上級段階は，通算第11・12・13学年からなり，

それを通過するのに要する年限は，最低2年，最

高4年，通常は3年問と規定されている注3〕。「協

定」にはその区分表示はないが，NRW州の規定24〕

によれば，この中はさらに，「導入段階」（第1ユ学

年）と「資格賦与段階」（第12・13学年）の2つの

段階に分けられる。1学年度は前期と後期の2学

期制であり，第13学年の後期末に大学入学資格試

験を兼ねる卒業試験（Abiturpr耐mg）が行われ
る。

　ギムナジウム上級段階では従来の学年・学級固

定の授業システムは，原則としてその枠をはずし

た基礎コースおよび達成コースによる授業システ

ムに変えられる。コースはテーマ別に開設され，

その持続期問は半年間（1学期）であるが，コ∵

スの内容は，それが属する教科に適用される学習

指導要領の指示に従わなければならないとされて

いる。

　＜第11学年前期の授業形式〉：導入段階は資格賦

与段階におけるコース・システムの授業への移

行・準備の段階であり，「協定」は「コース・シス

テムは，遅くとも第12学年の始めから完全に実施

されるように，第11学年で導入する」とのみ規定

しているが，NRW州の規定25〕によれば，第11学年

前期の授業は基礎コース（3時問／週。ただし「ス

ポーツ」は2時問／週）のみで，心修授業が主であ

り，そのほかには週当たり3時問の自由選択授業

を3コース履修することが認められているだけで
ある注4〕。

　＜第11学年後期の授業形式〉：後期になって初め

て，個々の生徒が重点学習経路を構成するための

達成コース（6時問／週）が導入される。生徒は教

師と相談しながら，前期に履修した教科のうち自

分に最も適していると判断され亭2つの教科を選

択し，それらを重点教科として登録する。ただし，

第1重点教科は，「中等教育段階Iから継続履修し

ている外国語」，「数学」，「自然科学教科」のいず

れかでなければならない。これに対して第2重点

教科の選択はまったく白由である。この2つの教

科は資格賦与段階でも継続して学習されるもので

あり，ともに必然的にアビトゥア試験科目注5〕とな

る。アビトゥア試験は後述の3つの課題領域のす

べてについて行われることが前提条件であるか

ら，2つの重点教科を決定する際には，アビトゥ

ア第3・第4試験科目として何を選ぶかを同時に

考慮しておかねばならないことが必然的に求めら

れる。

　＜授業領域＞：上級段階の授業領域は，すべての

生徒に共通の基礎教育を行う必修領域と，一人一

人の生徒がその素質傾向や関心にしたがって自由

に自分の学習の重点を構成する選択領域からな

り，週当たりの総授業時数は30時問を原則とし，

両者の時問比率は2対1である。

　「これまでに獲得した知識あるいは技能を深

化・拡大する」ことをねらいとする必修領域は，

「第1課題領域一言語・文学・芸術」，「第2課題
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領域＝社会科学」，「第3課題領域＝数学・自然科

学・技術」，「宗教学（授業内容と週授業時数は，

各州の規程にしたがう）」，および「スポーツ」の

5領域からなり，適切なテーマ選択と授業形式と

によって，それぞれの専門に固有の思考様式と方

法に対する基礎的な洞察を行う能力を育てること

が求められている。

　　「スポーツ」は3つの課題領域には属さない独

立した専門領域として位置づけられ，原則として

基礎コース教科であり，スポーツ種目別のコ』ス

が提供される。ただし，所管の監督官庁が認めた

場合は，選択領域の達成コースとして開設するこ

とができる。

　第12・13学年の生徒は，各学期に必修領域の基

礎コースと達成コース（同一教科の基礎・達成両

コースを同時に履修することは認められない）と

において週当たり約20時間の授業を受けなければ

ならないが，その場合，4つの学期の総計で少な

くとも第1課題領域では22時問（基礎コース・達

成コースを問わず国語を最低2学期コース，選択

外国語を2学期コース，文学または芸術を2学期

コース含むことが義務），第2課題領域で16時間，

第3課題領域で数学2，自然科学教科4の学期

コースを含む22時間，「スポーツ」で8時問という

最低条件が定められている注6〕。

　選択領域の教科は，3つの課題領域の下に位置

づけられる教科が原則であるが，学校が提供する

授業領域をできる限り拡大するために，教育の条

．件が整備されていれば「すべての科学を授業対象

とすることができる」。したがって，スポーツ科学

をその基礎科学とする「スポーツ」も，所管の監

督官庁によって相応の指導体制とスポーツ施設を

所有していると認定された学校では，選択領域の

達成コースとして開設することが当然認められて

いる。なお認可の基準は，「スポーツギムナジウム

学校実験」のためのそれと同程度の内容と考えら

れる27〕。

　以上が「KMKボン協定」が意図する新しいギム

ナジウム上級段階における授業組織の概要であ
る。

　III．NRW州におけるギムナジウム上級段階の

　　　教科「スポーツ」

　各州の文部省はそれぞれ，「KMKボン協定」に

基づくコース・システムによる教科「スポーツ」

の具体的な指導計画の検討を進めることになった

が，それらは実際にどのように組織化されたかを

1973年に公表されたNRW州学習指導要領（Lehr－

p1an）15）によって見てみよう。

　この学習指導要領は，「完成されたものではなく

　・広い範囲から批判・要求が寄せられることを

期待している」と記述されていることからも分る

ように，同作成委員会の「第2次草案」注7〕として出

されたものであるが，ケルン・スポーツ大学はじ

め多くの関係者の協力のもとに他の州にさきがけ

て発表された影響力の大きいもので，1981年に改

訂されるまで州内のギムナジウムにおける上級段

階「スポーツ」の授業計画作成の指針となってい

た。

　ここでは，生徒の興味・能力に応じた教育内容・

方法の多様化の要求を，「スポーツ種目ごとに技能

レベルに対応する複数の教育段階を設ける」およ

び「学習するスポーツ種目を生徒に白由に選択さ

せる」という2つの基本原則と，「基礎コースか達

成コースか」の学習経路の選択とを中心に，次の

ように組織化することによって受け止めようと構

想されていた。

　1）教育段階（Ausbi1dmgsstufe）

　学年・学級の壁を取り払ったコース・システム

による教科「スポーツ」の学習指導は，生徒の学

習進度に応じた多様化の要求を保障するための方

策として，次のようにスポーツ種目ごとに3つの

教育段階を設け，それによって行われる。

　教育段階I（初級）一初めてそのスポ∵ツ種目

を学習する生徒，あるいはそのスポーツ種目の初

級の目標を達成できなかった生徒のための段階。

内容は，各スポーツ種目に固有の基礎（技能，行

動様式，知識）の獲得。

　教育段階II（中級）一初級の学習目標が達成さ

れた生徒のための段階。内容は，基礎の改善と，

さらに進んだ技能，行動様式，知識の獲得。

　教育段階III（上級）＝スポーツの才能に恵まれ

た生徒，とくに「学校を代表する競技チームとし

ばしば同一視される能力水準集団および重点教科

スポーツを逮択している生徒」のための段階。内

容は，高度な達成要求のもとでのスポーツ種目に

固有の技能の一層の発達，運動構成能力（Gesta1－

tungsf盆higkeit）の改善，体力の向上，およびそれ

ぞれのスポーツ種目において競技会に効果的に参

加できるような洗練された作戦行動様式
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（taktische　Verha1tensformen）の獲得。

　それぞれの教育段階には，スポーツ種目別に「学

習目標」，「学習内容（技能・作戦・ゲームまたは

競技・その種目独自の体力づくり＜Kondition〉・

理論）」，および「学習結果の確認（Lernerfo1gs－

kontro11）」の項目ごとの具体的内容が示され，「一

般的には中級教育段階の学習目標と学習内容」の

達成がギムナジウム上級段階の「スポーツ」授業

のねらいだとしている16〕。

　2）基礎コース「スポ』ツ」

　「スポーツ」は必修領域教科であるから，重点

教科「スポーツ」を選択しない一般の生徒には，

第11学年後期から第13学年前期までの合計4つの

基礎コース「スポーツ」（3時間／週）を履修する

ことが義務づけられている。このため生徒は第11

学年前期終了時に，関心に応じて次のA・B2つの

スポーツ種目群のうち，学校が提供するものの中

から原則として各群1種目ずつ，合計2つのス

ポーツ種目を選択し，上述の3つの教育段階の中

の自分の能カ水準に相応しい段階で，それぞれ2

学期コースずつ継続履修する。

　A群：バスケットボール，サッカー，ハンドボー

　　　　ノレ，ホッケー，テニス，卓球，バレーボー

　　　　ノレ。

　B群：フェンシング，器械体操，体操，柔道，

　　　　陸上競技，ボート，水泳，スキー＊〕，ダン

　　　　ス。

　　（＊〕スキーは，この2つのスポーツ種目のほか

　に選択しなければならない。）

　なお，学校は授業提供を言十画する際には，「生徒

を生涯スポーツに動機づけるために，余暇スポー

ツ種目を提供するよう配慮する」ことが強く求め

られている。

　したがって，第11学年前期の授業の中心課題は，

基礎コースか達成コースか，また如何なるスポー

ツ種目にするかの選択を助けるための情報提供に

おかれ，必修領域で週2時問の「メポーツ」授業

が行われると同時に，重点教科「スポーツ」を開

設する学校では，その選択を意図している生徒の

ために選択領域で週3時間の「スポーツ」が提供

される。

　なお，選択したスポーツ種目の変更は，第11学

年後期の終了時に1回だけ認められる。また第13

学年後期には必修の「スポーツ」授業はなくなり，

希望する生徒は任意に選択した基礎コースで好き

なスポーツを1～2種目履修することができるよ

うになっている。

　3）重点教科「スポーツ」

　「重点教科スポーツは，極端に高い要求がなさ

れる教科ではない」17〕が，「スポーツ」を重点教科と

して選択しようとする生徒は，当該専門の教師と

相談することは勿論のこと，「スポーツ医の診断と

身体の適性検査を内容とする＜健康テスト＞を受

け，この教科への適性を証明すること」が義務づ

けられている。

　その重点教科「スポーツ」の授業は，次のよう

な内容の実技部門と理論部門からなっている。

　＜実技授業〉：重点教科「スポーツ」を選択する

生徒は，第11学年前期終了時に，次のスポーツ種

目群のうち，学校がその条件に基づいて提供する

ものの中から，教師の助言をもとに「自分の達成

能力が最もよく開発される可能性がある」重点ス

ポーツ種目1つと，少なくとも3つの副スポーツ

種目を選択する。

　重点スポーツ種目の学習目標は，競技会で選手

として十分に活躍できる競技能力の獲得（上級の

要求内容の達成）であり，副スポーツ種目の学習

目標は，重点スポーツ種目以外の運動領域におけ

る経験の拡大に置かれている。

　重点教科「スポーツ」のためのスポーツ種目の

分類：

　A群＝バスケットボール，サッカー，ハンドボー

　　　　ル，ホッケー，バレーボール。

　B群一フェンシング，器械体操，体操，柔道，

　　　　陸上競技，．ボート，水泳，ダンス。

　C群＝スキー，テニス，卓球。・

　ただし，重点スポーツ種目と副スポーツ種目の

選択には，次のような制約がある。

　①重点スポーツ種目をA群から選んだ場合

　　は，副スポーツ種目をB群から2つ，Aまた

　　はC群から1つ選ぶ。アビトゥア試験のため

　　の副スポーツ種目はB群から選んだうちの1

　　つになる。

　②重点スポーツ種目をB群から選んだ場合

　　は，副スポーツ種目をA群から2つ，Bまた

　　はC群から1つを選ぶ。アビトゥア試験のた

　　めの副スポーツ種目は，A群から選んだうち

　　の1つになる。

　③重点スポーツ種目をC群から選んだ場合

　　は，副スポーツ種目をA群から2つ，B群か
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　　ら1つを選ぶ。アビトゥア試験のための副ス

　　ポーツ種目は，B群から選んだものになる。

　この重点スポーツ種目は，第11学年後期以後の

5つの学期を通して履修し，一方，副スポーツ種

目は学期ごとに1頃次種目を変えて履修する。その

際，生徒はアビトゥア試験科目に予定した副ス

ポーツ種目を，第13学年の後期にもう一度履修し

なければならない。しかし，同じ副スポーツ種目

を3回履修することはできない。なお，重点スポー

ツ種目の選択変更は，原則として第11学年後期終

了時にのみ認められる。

　週4時問の実技授業は，スポーツ種目別コース

で2時問続きの授業として行われ，その配分は，

重点スポーツ種目2時問，副スポーツ種目2時問

である。そして授業は，効果的学習の場が保障さ

れるように，隣接する他の学校や地域のスポー

ツ・クラブあるいは協会との共同活動として組織

化することが望ましいとされている18〕。

　＜理論授業…〉：「スポ丁ツ理論」は，第11学年後

期から卒業試験まで各学期とも週2時問の授業が

行われる。重点教科の授業提供の中に「スポーツ

理論」を取り入れるための基礎は，勿論，「KMK

ボン協定」第6条第7項，「達成コースは，スポー

ツ科学の部分領域，＜例えば生物学あるいは心理

学〉を含んでいなければならない」12〕に求められる

が，この学習指導要領はさらに具体的に，「白分自

身のスポーツ実践についてばかりでなく，それ以

上にスポーツという現象を真正面から見すえ，よ

り深く取り扱おうと意図する者にとっては，必修

「スポーツ」授業が要求する課題だけでは不十分

であり，学校の外で行われるスポーツにも妥当す

る疑問・問題を体系的に調べ，論議することを内

容とする授業によって補完してやることが必要で

ある」’9〕とその理由を述べた上で，理論授業の取扱

い領域として，テーマとともに次の6領域を挙げ

ている：

第1領域：スポーツ生物学

　　1．スポーツ事故，2、スポーツ傷害，救急

　法，3．スポーツ生理学。

第2領域：トレーニング論

　　1．有機体の積極的適応としてのトレーニン

　グ，2．基礎概念：刺激・刺激閾・反応・反射・

　本能・学習，3、トレーニングの類型，など11

　アーマ。

第3領域：運動学

　　1．運動構造の洞察と記述，2．スポーツ運

　動経過の特徴，3．運動の根本動機，など7テー

　マ。

第4領域：：スポーツ教育学

　　1．スポーツにおける陶冶動機，2．スポー

　ツにおける学習，3．素質能力の研究と体育・

　スポーツに対するその意味，など5テーマ。

第5領域：スポーツ杜会学

　　1．スポーツ組織，2．スポーツの杜会政策

　的機能，3．現代社会の社会学的構造の変容か

　ら生ずるスポーツの意義の根源，など7テーマ。

第6領域：スポーツ心理学

　　1．動機づけ，2．スポーツ固有のパーソナ

　リティー特徴，3．成功・失敗，など8テーマ。

　このうちスポーツ生物学，スポーツ社会学，ト

レーニング論の領域のテーマは，必ず授業で取り

扱わなければならないこと，スポーツ理論の授業

を深化させるために，他の科学領域の専門家の協

力を得ること，その際，とくに生物学，社会学，

教育学に重点を置いて学習させることが望ましい

こと，などが指示されている20〕。

　またスポーツ理論授業の目的については，上述

の導入理由から，大学進学後のスポーツ研究に備

えてスポーツ科学の内容を一面的に先取りするこ

とでも，生徒に「職業的オリエンテーション」を

行うことでもなく，「重点教科スポーツの授業の質

を確かなものにする」ことにあることは自明のこ

とであり，理論授業の教授学的課題は実技授業の

課題との関連性，すなわち，生徒に理論と実践の

因果関係を追求させることであるとして，次の2

つの課題を提示している：

　a）合理的なスポーツ実践

　これは，スポーツ種目やスポーツ科学の諸専門
領域の知識（例えば戦略やトレーニング論の知識）

を獲得することによって，計画的，建設的，構成

的にスポーツを実践する能力を身につけるという

課題である。

　b）実践に対する省察

　これは自分のスポーツ行動を分析し，様々な現

象形態や様々な関係構造を持つスポーツについて

論議し，さらにスポーツに対する自分自身の姿勢

を確立し，また他人の見解を批判的に受け止める

ことを学ぶという課題である。

　この2つの課題の追求は，いずれも実践と結び
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ついて初めて可能であり，「課題a）」と密接に関

係づけて取り扱うことが容易なトレーニング論は

勿論のこと，「課題り）」により強調点を置くスポー

ツ科学の専門領域から選び出された他のテーマ

も，例えば仲問プレーヤーの攻撃的行動を具体的

な状況の申で体験した生徒に，この体験から出発

して，スポーツ心理学領域で攻撃現象を省察させ

たり，攻撃理論を学習させるなど実践と結びつけ

て取り扱うことは可能であり，他の専門学領域に

属する疑問・問題も同様な取り扱いがなされねば

ならないことを強調している。

　4）評　　価
　生徒が4つの基礎コース「スポーツ」のうち資

格賦与段階の3つにおいて獲得した成績得点は，

その生徒の基礎コース全体の総合修了資格を判定

するための得点に合算される。また「スポーツ」

は，第11学年から第12学年への進級の可否を認定

する際の得点に合算される教科の1つである。ち

なみに，医師の診断によって「スポーツ」授業を

免除された生徒は，他の教科の基礎コースを履修

し，その成績が「スポーツ」のそれに代用される。

　スポーツ種目の学期ごとの成績は，平常点
（50％）と期末テストの成績（50％）の総合によっ

て与えられる。このうち平常点のための評価頂目

として，①授業内で随時確認される学習到達度，

②生徒の個人的学習進歩の度合，③学校外におけ

るスポーツの成績，④知識，⑤社会的行動：競技

会の準備，審判活動；授業への協力（Mitgesta1tmg

desUnterrichts），補助と安全，グループの中での

活動，校内競技への参加）が指示され，一方，期

末テストのための評価項目とそれらの配点比率

は，①ゲーム能力（50％），②当該スポーツ種目の

技能（25％），体力づくり（25％）が妥当であると

されている2I〕。

　また「スポーツ理論」の評価は，学期ごとに2

時問の筆記試験によってなされる。実技・理論と

も，次に示すように成績評定は一定の基準にした

がって一且点数化され，それから総合評定が導き

出される評価方式になっている。

　実技部門の評価の際の重点スポーツ種目と副ス

ポーツ種目の配点比率は4対3で，部分評定も総

合評定も，ともに点数化して出される。重点教科

「スポーツ」の最終成績は，実技部門の評定点と

理論部門の評定点を2対1の比率で算出し，その

合計で求められる。

成績評定と点数との関係は，次の表の通りであ

る。

評定内での傾向に
評定と記号 対応する点数

（上）　（中）　（下）

非常に良い　　→　［1］ 15　　　14　　　13

良い　　　　→　［2］ 12　　　11　　　10

満足できる　　→　［3コ 9　　　8　　　7
十分である　　→　［4コ 6　　　5　　　4
劣っている　　→　［5コ 3　　　2　　　1
非常に劣っている→　［6コ O

＜実技部門の評価例〉

　　　　　評定　　評定の点数配点比率小計
　重点スポーツ種目：［2コの中→　　11　×　4　：44

　副スポーツ種目　：［4コの下→　　4　×　3　＝12

　実技部門の得点＝（44＋12）÷（4＋3）＝8

　したがって，実技部門の評定は1「満足できる＝

［3］の中」となる。

　理論部門の成績を，評定が2，評定に対応する

点数を11とすると

［実技と理論の総合評価］

　　　　　評定　　評定の点数配点比率小計
　実技部門：［3］の中　　　　→　　8　　×　2　＝16

　理論部門：〔2］の中　　　　→　　11　　×　　1　＝11

　総合得点＝　（16＋11）÷　（2＋1）＝9

　したがって，総合評定は「満足できる＝［3コ

の上」となる。

　＜重点教科「スポーツ」におけるアビトゥア試

験〉：アビトゥア試験では，2つのスポーツ種目，

すなわち，重点スポーツ種目と副スポーツ種目の

中から選んだ1つのスポーツ種目についての実技

試験と，3時問の筆記試験（小論文）が行われる。

卒業判定のための重点教科「スポーツ」の総合成

績は，アビトゥア試験における3つの試験部門（2

つのスポーツ種目と筆記試験5の成績と資格賦与

段階における学期コースの成績とを，特別の点数

計算方式によって合計して出されるが22〕，ここで

は割愛する。

　1V．授業組織構想への若干のコメント（まとめ

　　　に代えて）

　この小論の目的は，始められたばかりの「スポー

ツギムナジウム学校実験」一から実験継続の意味を

奪いとる原因となった28〕「KMKボン協定」の協定

内容と，それに基づいて作成されたNRW州学習
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指導要領「スポーツ」における授業組織の特徴を

明らかにすることであり，それらは前節までのよ

うにまとめることができた。ここでは，それに若

干のコメントを付け加えることをこしたい。

　「学習杜会」あるいは「価値多元社会」と特徴

づけられる今日の社会の要請に応え得る後期中等

教育段階の教科「体育（スポーツ）」における学習

指導は如何にあるべきかという問いに対する1つ

の，そして我々にとって極めて価値の高い示唆を

与える回答が，10年以上も前にこの学習指導要領

によって示された。多様なスポーツ技能レベルの

要求に応ずるための複数の教育段階の用意，学習

するスポーツ種目を生徒が白由に選択できる可能

性の拡大，学習するスポーツ種目数の少数限定，

といった授業組織化構想は，これからの学校教育

の最も重要な課題は，「学習を学習させること」と

「生涯学習へのレディネスを与えること」であり，

「自ら規定する学習で得る興味と喜びこそが学習

の動機や能力を高め，自主的な継続学習への刺激

となる」’・7〕とするドイツ教育審議会の学校教育に

対する基本的立場に支持を与えるものであり，今

日の社会の要請に応え得るためには，生徒に白分

の学習経路の白主的な構成を促すことによって学

習活動により大きな自覚と責任を意識させ，彼ら

をして自己の素質能力の最大限の開発，および教

科「スポーツ（体育）」の学習と生涯スポーツの融

合に自律的・積極的に取り組ませるように従来の

教科「体育」を改革しなければならないとする意

図を，そこから明白に読み取ることができる。

　しかし，このような授業組織改革構想は，この，

学習指導要領によって初めて披渥されたものでな

いこともまた，指摘されなければならない。すな

わち，この学習指導要領，あるいはその「第1次

草案」（注7を参照）より以前に西ドイツの各地で

展開された「スポーツギムナジウム学校実験」，ド

イツ体育教師連盟（Bmdesverband　Deutscher

Leibeserzieher＝BVDL）の「教科体育の授業改革

に関する勧告」6〕，さらには「KMK」，ドイツ・ス

ポーツ連盟，地方自治体首長連盟（Die
kommma1e　Spitzenverb餉de），連邦教育科学省

の4者によって共同決議された「学校スポーツ行

動言十画」18〕（Aktionsprogramm　fur　den　Schu1－

sport）などにおいては，既に断片的にではあるが，

同様の主張がなされているのである。

　例えば，授業組織・授業方法・施設と用具・教

師養成と継続教育の4項目について体育授業改革

の方途を述べたBVDLの「勧告」は，1970年5月

8・9日と6月26・27日の2回にわたってゲッチ

ンゲンで開催された委員会での討議の結果決議さ

れたものであるが，そこでは教科体育の授業は，

必修の学級授業のほかに「学級の枠をはずした，

あるいは2つの学年にまたがる同じ傾向の生徒の

集団（Neigmgsgruppe）を対象とする授業」，「競

技選手集団（Trainingsgruppe）を対象とする授

業」，「年長生徒が指導にあたる運動クラブ

（Arbeitsgemeinschaft）を対象とする授業」など

生徒の白由選択の領域を大幅に認める授業形態を

導入すべきであるとし（「勧告」ト1），さらに種

目選択の可能性を大きくするための授業提供範囲

の拡大（同，I－12），学習させる種目数の限定．

　　最後の2学年で学習する種目数を2とし，成

績証明書には学習した種目名も記載する（同，I

－11），隣接学校との授業における共同活動の推進

（同，I－17），競技選手集団の授業における種目

別スポーツ協会との密接な共同活動（同，I－18）

など，授業を多様化するための思いきった提言が

行われている。このBVDLの「勧告」は，「教育改

革の一環として，連邦教育・科学大臣フォン・ド

ナディーによって認められ」14〕ており，その事実か

ら，その後各地の各レベルで行われた体育授業改

革の具体的方策検討の過程において，この「勧告」

がかなりの影響力を持ち得たであろうことは十分

に推測されうる。

　他の学校やスポーツ協会との授業に菊ける共同

活動はすでに「スポーツギムナジウム学校実験」

で実施されていたし29・82〕，また「学校スポーツ行動

計画」においても学校が自由時や生涯スポーツを

考慮したスポーツ種目を提供することの必要性

（KMK13）Wo1f，s．182），興味・傾向・能力など

による授業の多様化（同s．185），スポーツ英才と

同時に運動学習に障害を持つ生徒のための特別授

業措置の強調（同s．186），スポーツ関連職業をめ

ざす教育コースとスポーツの科学的研究をめざす

教育コースを重点教科「スポーツ」の中に設け，

スポーツ科学のためのカリキュラムを導入する

（同s．185）などが主張されていたし，この「ス

ポーツ理論」の授業は，不十分ながら実際に「学

校実験」で行われていた3岬〕。NRW州教科「スポー

ツ」の授業組織構想が，これら先行する実践や提

言の内容と大きく隔たっているものでないことは



一32一

明らかである。勿論，だからといってこの学習指

導要領に体育授業改革の視点における意義が認め

られないというのではなく，これらの提言や実験

の成果を，いち早く一般的な教育制度の中に具体

化した点は高く評価されて然るべきである。

　しかし，問題はこの授業組織の実際の教科指導

への反映であろう。自由選択による生徒の希望に，

学校はどこまで対応できる体制を持ち得ている

か。スタッフや施設・用具，経費，近隣の学校や

スポーツ協会との共同活動などから生ずる教育責

任や時間割編成技術上の問題はどのように解決さ

れているのか。さらに学校間の差異が当然予測さ

れる授業の内容や質と統一共通試験の性格を持つ

アビトゥア試験との関係の問題はどう処理されて

いるのか。この授業組織構想の評価のためには，

これらの疑問への接近が次に試みられなければな

らない。

　　　　　　　　　　　注．

注1）西ドイツの一般的就学義務年限は6歳から15歳

　　　までの9隼間であるが，子どもは初等教育段階

　　　である4年問の基礎学校（Grundschu1e）修了

　　　後，5年制の基幹学校（Hauptschu1e），6年制

　　　の実科学校（Rea1schu1e），大学に直結する9年

　　　制のギムナジウムのいずれかに進学するが，

　　　1973年の統計によれば，通算第7学年の全生徒

　　　のうちの21．9％が実科学校に，24．6％がギムナ

　　　ジウムに在籍しており，残りの生徒は基幹学校

　　　に進んでいることを示している。なお，1974年

　　　には既に全国で168校の総合制学校がKMKに

　　　登録されている。しかし，それらには3つの学

　　　校種別を解消させた完全統合型と，それぞれの

　　　独自性を保持させたままで緊密に協力させて行

　　　こうとする協力型とが混在している。

注2）半日学校とは，午前8時から午後1時までで1

　　　日の授業を終了する学校のことで，終日学校と

　　　は，午後4時まで授業を行う学校のことをいう。

　　　「教育報告1970年」は，半日学校システムは宿

　　　題や家庭学習を増加させ，親が十分な援助をす

　　　ることができない家庭の子どもに不利葦を与え

　　　ると批判している。

注3）とくに成績が優秀な生徒は，第10学年前期修了

　　　後に第11学年後期課程へ，あるいは第10学年後

　　　期修了後に第12学年前期課程へ進級することが

　　　できる。上級段階を2年間で修了する場合も，

　　　アビトゥア試験では第12・第13学年のために指

　　　定された条件を満たしていることが前提とされ

　　　る。また成績不振の生徒には1年問だけ留年が

　　　認められ，何らかの理由でアビトゥア試験不成

　　　立と認定された生徒は，1回だけ再挑戦の機会

　　　が与えられる。

注4）NRW州文部省は，従来のギムナジウムにおけ

　　　る問題点を「その能力の重点が，たとえば数学

　　　や自然科学にある生徒たちにも，言語の学習に

　　　おいて，それを将来専門にする者と同じ成果を

　　　要求した」ことにあるとし，新しい上級段階に

　　　おいては，「学習領域を白ら選ぶ＜選択・決断能

　　　力〉」，「白分の能力の重点に集中する〈個別化〉」，

　　　「より大きなイニシャティヴと自已活動を行う

　　　＜自主性〉」という3つの可能性が保障されると

　　　している。

注5）アビトゥア試験における試験科目は4つある。

　　　第1試験科目と第2試験科目は「資格賦与段階」

　　　で4つの達成コースを履修し，修了試験に合格

　　　している2つの重点教科であり，いずれの科目

　　　も筆記試験と口述試験が行われ’る。第3および

　　　第4試験科目は「2つの重点教科以外の，3う

　　　の課題領域に属する」基礎コース教科であり，

　　　やはり．「資格賦与段階」の4つの基礎コースを

　　　修了していることが前提条件である。このうち

　　　第3試験科目については筆記試験と口述試験が

　　　行われ，第4試験科目では口述試験のみが行わ

　　　れる。なお，4つの試験科目によって，3つの

　　　課題領域が満たされていなければならない。ま

　　　た「スポーツ」を第3試験科目にす一ることは認

　　　められていない。

注6）長島は「各学期において履修さるべき最低コー

　　　ス数は5コースと定められている」としている

　　　が，「KMKボン協定」にその記述はない。（長島

　　　啓記：ギムナジウム上輝段階における学習の形

　　　態とアビトゥア試験，中島直忠編；世界の大学

　　　入試，時事通信社，p．313，昭和61年，所収）。

注7）「第1次草案」は，NRW州文部省が「ボン協定」

　　　の趣旨に則り，他の州にさきがけて1972年に発

　　　表した一連の新教授計画構想の中の第16集

　　　「Curricu1um　Sport」で，ここでは「重点教科

　　　スポーツは極端に高い要求がなされる教科では

　　　ない」こと，「中等教育段階IIの全期間を通して

　　　選択履修する重点スポーツ種目数を2とする」

　　　こと，「重点教科スポーツを選択するための前提

　　　条件は，選択した2つのスポーツ種目の中級教

　　　育段階の学習目標を，評定「良い」以上の成績

　　　で達成すること」などが構想されていた（同書

　　　49ぺ一ジ）。
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